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●検査箇所：大野台浄水場、相馬第 1及び第 5水源地、鹿島第 2水源地

検査月日

放射性

ヨウ素

（I-131)

放射性

ヨウ素

（I-132)

放射性

セシウム

（Cs-134)

放射性          

セシウム

（Cs-137)
2 月 1 日 ND ND ND ND
2 月 4 日 ND ND ND ND
2 月 6 日 ND ND ND ND
2 月 8 日 ND ND ND ND
2 月 11日 ND ND ND ND
2 月 13日 ND ND ND ND
2 月 15日 ND ND ND ND
2 月 18日 ND ND ND ND
2 月 20日 ND ND ND ND
2 月 22日 ND ND ND ND
2 月 25日 ND ND ND ND
2 月 27日 ND ND ND ND
3 月 1 日 ND ND ND ND

※ NDとは…「不検出」の意味で、検出限界値以下であることを示します。

   

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
ゲ
ル
マ

ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
を
導
入
し
、

週
３
回
、
水
道
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

測
定
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、
検
査
は
上
水
道
に
限
り
行

い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
の
持
込
に
よ

る
検
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器

と
は
…

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
は
、

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
が
持
つ
半
導
体
（※）（※）
と

し
て
の
性
質
を
利
用
し
て
、
水
な
ど

に
含
ま
れ
る
微
量
な
放
射
線（
γ
線
）

を
測
定
し
、
放
射
性
物
質
の
種
類
と

そ
の
量(

核
種
濃
度
）
を
測
定
す
る

分
析
機
器
で
す
。

　

外
部
か
ら
の
放
射
線
を
遮
断
す
る

た
め
鉛
で
で
き
た
遮
へ
い
体
の
中
に

あ
る
検
出
器
を
、
液
体
窒
素
で
冷
却

し
な
が
ら
測
定
し
ま
す
。

（※）
半
導
体
と
は
…

温
度
な
ど
の
条
件
変
化
に
よ
っ
て
電

気
を
通
す
率
が
変
化
す
る
物
質
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

●
現
在
、
放
射
性
物
質
は
不
検
出
で
す
。(

不
検
出
と
は
、
検
出
限
界
値

１
ベ
ク
レ
ル
／
Kg
未
満
で
す
。）
な
お
、測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、相
馬
市
、

新
地
町
、
南
相
馬
市
の
広
報
誌
及
び
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
（
そ
う
ま
災
害
Ｆ
Ｍ
）
で
も
毎
日
放
送
し

て
い
ま
す
。

　

相
馬
市
区
長
会
の
み
な
さ
ん
が
、
平
成

25
年
２
月
１
日
に
企
業
団
を
訪
れ
、
水
道

水
の
放
射
能
測
定
器
（
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半

導
体
検
出
器
）
の
説
明
を
受
け
、
検
査
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。

◆導入したゲルマニウム半導体検出器 ◆説明を受ける相馬市区長会のみなさん

水
道
水
の
放
射
能
に

　
　
　
　

関
す
る
Q
＆
A

  
ご
利
用
の
水
道
水
は
安
全
で
す
！

        
〜
水
道
水
の
放
射
能
測
定
結
果
に
つ
い
て
〜

 

相
馬
市
区
長
会

水
道
水
放
射
能
測
定
状
況
視
察

Q1

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、
浄
水
処
理

で
除
去
で
き
る
の
で
す
か
？

A1

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、
濁
質
に
吸

着
し
や
す
い
性
質
を
持
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
濁
質
に
吸
着

し
た
状
態
で
す
。
仮
に
水
道
原
水
中

に
流
入
し
て
も
、
浄
水
場
で
は
、
そ

の
濁
質
と
と
も
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
凝
集
沈
で
ん
・
砂
ろ
過
等
で
除
去

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Q2 　

検
査
結
果
が
基
準
値
（※）
を
超
え
た

場
合
、
ど
の
よ
う
に
し
て
市
民
へ
知

ら
せ
て
く
れ
ま
す
か
？

A2

測
定
結
果
は
、
従
来
ど
お
り
、
相

馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。
検
査
結
果

が
基
準
値
を
超
え
る
よ
う
な
異
常
時

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
広
報
手
段
を
用
い

て
速
や
か
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（※）
基
準
値
は
…
10
ベ
ク
レ
ル
／
kg
で
す
。

こ
の
基
準
値
の
水
を
１
年
間
、
１
日

２
リ
ッ
ト
ル
飲
み
続
け
た
場
合
の
内

部
被
ば
く
は
、
年
間
0.1
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
に
相
当
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
ｗ

Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
示
し
て

い
る
基
準
で
す
。



　

引
っ
越
し
な
ど
で
水
道
を
使
い
始

め
る
と
き
や
水
道
の
使
用
を
や
め
る

と
き
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

使
用
開
始
さ
れ
る
と
き
、
使
用
中

止
さ
れ
る
と
き
は
、
電
話
で
結
構
で

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

　

ま
た
、
使
用
を
再
開
さ
れ
る
方
も

同
様
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
水
道
の
使
用
中
止
の
連
絡
が
な
い

場
合
は
、
ご
使
用
し
て
い
な
い
場
合

で
も
水
道
料
金(

下
水
道
使
用
料
）

が
発
生
し
ま
す
の
で
必
ず
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

  

総
務
課 

料
金
係 （
☎
35
６
７
０
０
）    

定
期
振
替
日
17
日
（
土
日
祝
日
の

場
合
は
直
後
の
営
業
日
）
に
引
き
落

と
し
に
な
っ
た
場
合
、
次
回
の
定
期

振
替
の
際
に
、
基
本
料
金
か
ら
１
か

月
当
た
り
25
円（
２
か
月
の
場
合
は
、

50
円
、
税
別
）
を
割
り
引
く
「
口
座

振
替
割
引
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
お
手
続
き
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
再
振
替
で
引
き
落
と
し
に
な
っ
た

場
合
は
対
象
外
で
す
。

◆
口
座
振
替
の
お
手
続
き
方
法

　

通
帳
・
お
届
け
印
鑑
、「
使
用
水

量
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
領
収
書
」

を
ご
持
参
の
う
え
、
金
融
機
関
ま
た

は
郵
便
局
の
窓
口
で
お
手
続
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 【
取
扱
い
金
融
機
関
一
覧
（
順
不
同
）】    

◆
検
針
の
支
障
に
な
り
ま
す
の
で

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
載

せ
る
こ
と
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

◆
犬
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
２
か
月

毎
で
す
。

    

ご
自
宅
に
引
き
込
ん
で
い
る
水
道

管
（
給
水
管)

や
水
道
の
設
備
は
、

お
客
様
の
大
切
な
財
産
で
す
（
水

道
メ
ー
タ
ー
を
除
く
）。
お
客
様
が

管
理
す
る
水
道
の
設
備
（
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
住
宅
側
の
水
道
管
や
蛇

口
、
給
湯
器
な
ど
）
に
漏
水
が
あ
る

と
、
漏
水
し
た
水
量
も
含
ん
だ
水
道

料
金
の
ご
請
求
と
な
り
ま
す
。
水
道

の
設
備
は
こ
ま
め
に
点
検
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

①
家
に
あ
る
全
て
の
蛇
口
を
し
っ
か

①
家
に
あ
る
全
て
の
蛇
口
を
し
っ
か

り
と
閉
め
ま
す
。

り
と
閉
め
ま
す
。

②
水
道
メ
ー
タ
ー

②
水
道
メ
ー
タ
ー

に
つ
い
て
い
る
銀

に
つ
い
て
い
る
銀

色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
回
転
し
て
い
る

が
回
転
し
て
い
る

か
確
認
し
ま
す
。

か
確
認
し
ま
す
。

回
転
し
て
い
れ
ば
、

回
転
し
て
い
れ
ば
、

メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水
道
管

メ
ー
タ
ー
か
ら
蛇
口
ま
で
の
水
道
管

の
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性

の
ど
こ
か
で
漏
水
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は

　

漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
て
修

に
連
絡
し
て
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団
職
員
の
給
与
は
、
相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団
給

与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
な
ど
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
住

民
の
み
な
さ
ん
に
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
と
職
員
数

な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１　職員の給与状況

（２）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区　分 平均給料月額 年齢

企業職
円 歳月

340,433 42.8

【注】平成 25年 1月 1日現在

（３）職員の初任給の状況

区　分
初　任　給

本企業団 国

企業職
大学卒 175,100 円 172,200 円
高校卒 142,500 円 140,100 円

【注】平成 25年 1月 1日現在

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

計 標準的な職

務内容

主事

技師

主査

技師

係長

主査

技師

主幹

課長補佐

浄水場長

主任主査

課長

主幹

局長

参事

次長

局長

職員数（人） 1 10 6 1 1 1 20
構成比（％） 5.0 50.0 30.0 5.05.0 5.0 5.0 100

2　企業職の級別職員数の状況

（１）職員の給与費の状況（平成 24年度予算額）　　　  　　 

区　分
職員数

（A）

給　与　費 　　1人当たり　　

給与費（B/A）給　料 職員手当 計（B）

企業職
                  人

　 　 20

千円千円

81,756

千円千円

44,925

千円千円

126,681

千円千円

6,334

 
引
っ
越
し
の
ご
連
絡
は

お
早
め
に
！

 

メ
ー
タ
ー
検
針
に

 

ご
協
力 

く
だ
さ
い
!

 　

月
に
一
度
は

 　

給
水
設
備
点
検
を
！

  

料
金
の
お
支
払
い
は

  

口
座
振
替
が
お
得
で
す
！

　
　

相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団
職
員
の

　
　
　
　
　
　

給
与
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

㈱
東
邦
銀
行　

㈱
福
島
銀
行　

  

㈱
大
東
銀
行　

㈱
七
十
七
銀
行

  

あ
ぶ
く
ま
信
用
金
庫

  

東
北
労
働
金
庫　

相
双
信
用
組
合

  

そ
う
ま
農
業
協
同
組
合
（
JA
そ
う
ま
）

  

郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）　

  

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
相
馬
原
釜

  

支
所



　　◆平成 25年第 1回相馬地方広域水道企業団議会定例会は 2月 20日に開催し、提出された下記議案は、

　　　　慎重審議の結果、原案のとおり可決されました。

記

　　議案第 1号　相馬地方広域水道企業団水道技術管理者の資格基準等に関する条例　

　　議案第 2号　相馬地方広域水道企業団議会特別委員会条例の一部を改正する条例

　　議案第 3号　相馬地方広域水道企業団個人情報保護条例の一部を改正する条例

　　議案第 4号　平成 24年度相馬地方広域水道企業団水道事業会計補正予算 ( 第 2号）

 議案第 5号　平成 25年度相馬地方広域水道企業団水道事業会計予算

相馬地方広域水道企業団議会報告

平成 25年度当初予算の概要平成 25年度当初予算の概要
『収益的収支』：営業収益等と水をつくり、みなさんのところへ送るための維持管理に要する予算です。

収益的収入 12億 7970 万 6千円
項　目 予算額 ( 千円） 割　合

水道料金 1,119,319 87.5％
加入金・手数料等 37,860 2.9％
下水道料金取扱手数料 34,650 2.7％
消火栓等管理負担金 34,600 2.7％
工業用水道事業収益 36,681 2.9％
受取利息等 11,350 0.9％
その他 5,246 0.4％
収入合計 1,279,706 100.0％

収益的支出 11億 8023 万 7千円
項　目 予算額 ( 千円） 割　合

水道施設管理費 274,811 23.3％
収納業務・総務費 155,321 13.1％
減価償却費等 570,630 48.4％
工業用水道事業費用 25,780 2.2％
支払利息等 108,911 9.2％
支払消費税 34,037 2.9％
その他 10,747 0.9％
支出合計 1,180,237 100.0％

『資本的収支』：水道管布設工事など未来へ向けた施設整備に要する予算です。

資本的収入 2億 2154 万 6千円
項　目 予算額 ( 千円） 割　合

工事負担金等 16,046 7.3％
消火栓設置負担金 6,000 2.7％
固定資産売却代金 199,500 90.0％
収入合計 221,546 100.0％

資本的支出 7億 4485 万 2千円
項　目 予算額 ( 千円） 割　合

拡張改良費 277,575 37.3％
その他建設改良費 220,977 29.7％
企業債償還金 246,300 33.0％
支出合計 744,852 100.0％

◆災害に備えて水の備蓄をおすすめします
　大規模な災害が発生すると、当企業団が行う応急給水体制で皆さまに水が行き渡るまでに数日かかってしまう場

合もあります。各ご家庭で水の備蓄をしていただくようお願いします。人間が生命を維持するために必要な水の量

は「成人で 1日 3リットル」といわれておりますので、3リットルを 3日分程度、日ごろから備蓄しておきましょう。

◆水道水のくみ置きをしましょう。
●くみ置きの方法…ペットボトルやポリタンクなどの容器内に空気が入らないよう口元まで水道水を入れて、陽の

当たらない涼しい場所で保管してください。くみ置きした水道水は、殺菌用の塩素が徐々になくなりますので、3

日程度を目安に交換してください。

●生活用水の確保も…お風呂の残り湯は災害時において、洗濯やトイレの排水に使用できますので、残り湯はお風

呂に水を張る直前まで浴槽にいれておきましょう。就寝前はポットやヤカンにも水を入れておきましょう。

HPHP すいどうそうま 検索検索

※なお、資本的収入が資本的支出に不足する額は、内部資金等で補います。

1人あたり 1日 3ℓ× 3日分＝９ℓが目安です

　　　　　　　　　発行 /編集　相馬地方広域水道企業団
                               〒 976-0001　相馬市大野台二丁目 3-5　☎ 0244（35）1020　
                                                                                　 http://suido-soma.jp           


